
議案第２２号 

 

   向日市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部改正につい

て 

 

 向日市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正する条例

を制定する。 

 よって、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第９６条第１項第１号の規定に

より、議会の議決を求める。 

 

  令和３年２月２５提出 

 

                  向日市長 安 田  守 
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条例第  号 

向日市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例（昭和４１年条例 

第１９号）の一部を改正する条例 

向日市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例（昭和４１条例第１９

号）の一部を次のように改正する。 

（下線部分は改正部分） 

改   正 現   行 

（欠格条項） 

第４条   略 

（欠格条項） 

第４条   略 

（休団） 

第４条の２ 団員は、長期出張、育児等で長期間

活動に参加することができないときは、３年を

超えない範囲内で団員の身分を有したまま消

防団活動を休止（以下「休団」という。）する

ことができる。 

２ 前項の規定により休団しようとするときは、

あらかじめ文書をもって、市長又は団長（以下

「任命権者」という。）に届け出て、その承認

を受けなければならない。 

３ 休団している団員が復帰しようとするとき

は、あらかじめ文書をもって、任命権者に届け

出て、その承認を受けなければならない。この

場合において、当該団員が復帰したときの階級

は、休団した日にその者が属していた階級とす

る。 

４ 休団している団員は、休団の期間中、報酬に

ついては支給しないものとし、退職報償金につ

いては在職年数に算入しないものとする。 

 

（分限） （分限） 

第５条   略 第５条   略 

２ 団員は、次の各号のいずれかに該当するに至

ったときは、その身分を失う。 

２ 団員は、次の各号のいずれかに該当するに至

ったときは、その身分を失う。 

(1) 第４条第２号を除く同条各号のいずれか

に該当するに至ったとき。 

(1) 前条第２号 を除く同条各号のいずれか

に該当するに至ったとき。 

(2)   略 (2)   略 

（服務規律） （服務規律） 
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第９条 団員が１０日以上居住地を離れる場合

は、任命権者                              

        に届け出なければならない。ただし、

特別の事情がない限り団員の半数以上が同時

に居住地を離れることはできない。 

第９条 団員が１０日以上居住地を離れる場合

は、団長にあっては市長に、その他の者にあっ

ては団長に届け出なければならない。ただし、

特別の事情がない限り団員の半数以上が同時

に居住地を離れることはできない。 

（報酬） （報酬） 

第１２条 団員には、別表第１に定める報酬を支

給する。ただし、年の途中において新たに団員

となった者又は休団若しくは退職した者には、

月割計算により支給する。 

第１２条 団員には、別表第１に定める報酬を支

給する。                                  

                                         

                          

附 則 

 この条例は、令和３年４月１日から施行する。 

 

 


